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国土交通省では，i-Constructionとして，計画，調査，設計段階からBIM/CIMモデルを導入すること

で，施工，維持管理の各段階において，3次元モデルを連携・発展させて事業全体の情報共有を容易

にし，建設生産・管理システムの効率化・高度化を図る取り組みを行っている． 
一方，砂防事業での活用としては，BIM/CIMモデルが工事発注等に使用されていない現状がある． 

 本稿では，砂防設計図面のBIM/CIMモデル化における課題抽出と，その対応手法を検討したため

報告する． 
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1.  はじめに 

 国土交通省では，i-Constructionの取り組みにおいて，3
次元モデルを活用した社会資本の整備や維持管理を行う

BIM/CIMを導入し，建設現場の生産性向上，業務効率

化・高度化を推進している．砂防施設設計の現状は

BIM/CIMモデルを用いた設計内容の照査，施工計画の検

討等に活用されている．（図-1，2） 
当面の取り組みとして，2次元図面による工事発注を

前提として受発注者双方の生産性向上に資するBIM/CIM
活用の取り組みが進められている． 
これまで，打合せ協議や照査，工事発注に用いられる

設計図面は2次元図面が主であったが，今後，設計図面

がBIM/CIMモデルのみに置き換わった場合，BIM/CIMモ

デルにアノテーション付与がされていない等のBIM/CIM
活用による新たな課題が想定される． 
アノテーションとは，形状モデルに関連付けて表示す

る寸法，注記等のことを指す．1) 
以上を踏まえ，設計図面がBIM/CIMモデルとなること

により想定される課題を抽出し，問題提起するとともに，

課題に対する対応手法を検討したので報告する． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.  想定される課題の抽出 

 設計図面がCIMモデルのみとなった際に想定される課

題について抽出した． 
 
(1)   課題① ＣＩＭモデルの作成 
 現在，砂防堰堤のCIMモデルは正面図及び側面図の2
次元図面から作成することが一般的である．設計図面が

CIMモデルとなった場合でも一度2次元図面を作成する

必要があり，現状以上の作業量となるため省力化は望め

ない．（図-3） 
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 道路構造物等の他分野においてはパラメトリックモデ

ルを用いた自動設計などが実用化され始めている． 
パラメトリックモデルとは，あらかじめ定義されたテ

ンプレートに対応する寸法値等のパラメータを入力する

だけで，簡易に作成及び修正が可能な3次元モデルのこ

とを指し，橋台やボックスカルバート，擁壁等の規則的

に寸法値を決定可能な構造物に適している．2)（図-4，5） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一方で，砂防堰堤においては，堤体形状が地形・地質

に依存し，施設形状のパラメーターが多いため，現状で

はパラメトリックモデルを用いた砂防堰堤の設計は一般

的でない．（図-6） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)   課題② ２次元図面の切り出し 
 受発注者間の打合せや設計図の照査，工事発注等では

2次元図面を用いるため，CIMモデルから2次元切り出し

図面を作成する必要がある． 
CIMモデルは任意断面で切り出し，2次元切り出し図

面を作成可能であるが，従来の砂防堰堤正面図における

本堰堤と側壁の接合部は，それぞれ異なる断面を重ね合

わせて作成されており，CIMモデルから作成した2次元

投影図面と従来の2次元図面で異なる形状となる． 
（図-7） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
(3)   課題③ ＣＩＭのアノテーション付与 
 アノテーションとは「3次元モデル成果物作成要領

（案）」3)では形状モデルに関連づけて表示する寸法や

注記と定義されており，2次元図面においては，「CAD 
製図基準」4)においてアノテーションの項目や仕様等に

ついて規定されている． 
 一方で，CIMモデルにおいては，「3 次元モデル表記

標準（案）」1)においてアノテーションの項目や仕様等

について規定されているが，道路やトンネル，橋梁，河

川，ダムのみ規定されており，砂防構造物については規

定されていない． 
 
(4)   今回検討する課題の選定 
 課題①については，パラメトリックモデルを用いた砂

防堰堤設計の検討が進められているため，将来的には解

決されると考えられる．課題②については，2次元図面

切り出しのルール策定が必要となるが，設計から施工ま

で視野に入れたルールとする必要があるため，発注者・

設計業者・施工業者で一体となって解決していく必要が

ある．課題①，②については解決まで時間を要するが，

図-4  パラメトリックモデル 2) 

図-6  砂防堰堤正面

施設形状のパラメーターが多い． 
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図-5  3次元モデルの特性に応じた使用 2) 
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課題③については，現時点で複数の対応が考えられるた

め，今回検討を行った． 
 

3.  砂防施設ＣＩＭ のアノテーション付与手法 

 本報告において，砂防施設CIM のアノテーションの

付与手法について3ケースの検討を行った． 

 
(1)  ケース① 属性情報として2次元図面を付与 

 CIMモデルに寸法や注記を付与せずに，属性情報とし

て寸法表記のある2次元図面を付与する手法である． 

（図-8） 

現時点では，CIMモデルと2次元図面の両方を設計成

果として作成するため，2次元図面を作成した後，CIM
モデルを作成する手法においては，作業ロスは生じない．  

一方で，CIMモデルと2次元図面の両方が必要となる

ため，現状以上の省力化は望めない． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) ケース② 属性情報として主要諸元表を付与 

 CIMモデルに寸法や注記を付与せずに，属性情報とし

て2次元図面で表記される主要諸元を表に整理し，付与

する手法である． 

 本検討では主要諸元表を作成したが，パラメトリック

モデルを用いた砂防堰堤の自動設計が可能となった際に

は，主要諸元表はパラメトリックモデルのパラメーター

から作成可能であり，省力化が期待できる．（表-1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) ケース③ ３ＤＡによる直接付与 

 「3次元モデル表記標準（案）に基づく3DAモデル作

成の手引き（案）」5)に示されてる通り，3DA （3D 
Annotated Model）モデルはCIMモデルに寸法や注記を直

接付与したモデルである．（図-9） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3DA モデルの作成方法は，使用するソフトウェアに

よって異なるが，代表的な例として次の1)，2)の手順で

行うため，他ケースと比べ，作業時間がかかる． 

 

1）3 次元モデル上に，寸法，注釈を付与する面毎にア

ノテーション面を設定 

2）各アノテーション面において必要な寸法及び注釈位

置を付与する．（図-10，11） 
 
一方で，パラメトリックモデルを用いた自動設計及び，

自動寸法引き上げ機能が実用化された場合，省力化が期

待できる．  

表-1  主要諸元表 

図-8  2次元図面の付与 

属性情報 

図-9  3DAモデルのイメージ 5) 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 砂防施設ＣＩＭ のアノテーション付与手法整理 

CIMモデルと2次元図面の両方を作成する現在におい

ては，ケース①が最も労力がかからない．一方で，パラ

メトリックモデルを用いた砂防堰堤の自動設計や自動寸

法付与など設計ソフトの効率化が進めば，ケース③が最

も省力化可能となる．したがって，今後の発展を踏まえ

て現段階から3DAモデルでアノテーションを付与する手

法が望ましいと考える．（図-12） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.  おわりに 

本発表では，砂防施設における設計図面がCIMモ

デルとなることにより想定される課題を抽出し，問

題提起を行うとともに，抽出された課題の中から 
CIMのアノテーション付与における課題に着目し，

その課題に対する対応手法について整理した． 
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図-10  3DAモデルイメージⅠ 
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